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定期監査の結果について（報告） 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１項及び第４項の規定により実施

した監査の結果について、同条第９項の規定により、別紙のとおり報告します。 



定期監査結果報告書 

 

１ 監査基準への準拠 

  本監査は、前橋市監査委員監査基準（令和２年前橋市監査委員告示第１号）に

準拠し実施しました。 

 

２ 監査の種類 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１項及び第４項の規定に

基づき、普通地方公共団体の財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理

について行う監査 

 

３ 監査の対象 

 (1) 対象部局 

   都市計画部 

    都市計画課、建築指導課、建築住宅課、市街地整備課、区画整理課 

   議会事務局 

 (2) 対象年度 

   令和５年度における財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理。た

だし、必要に応じて令和４年度も対象としました。 

 

４ 監査委員の除斥  

議会事務局の監査のうち政務活動費に係る監査において、地方自治法第１９９

条の２の規定により、須賀博史監査委員及び新井美咲子監査委員は除斥しました。 

 

５ 監査の着眼点 

  監査に当たっては、リスクアプローチの手法により、リスクを評価した上で、

財務に関する事務が関係法令に基づき適正かつ効率的に執行されているかに主

眼を置くとともに、下記の項目を監査重点大項目として定めました。 

(1) 補助金等交付事務 

(2) 契約事務 

(3) 財産管理事務 

(4) 債権管理事務 

(5) 現金取扱事務 

(6) 雇用管理事務 

 

６ 監査の実施内容 

  歳入・歳出状況等あらかじめ提出を求めた監査資料に基づき、所属長から概要

聴取を行い、関係書類、諸帳簿等を抽出により調査するとともに、関係者から説

明を聴取するなどの方法により実施しました。 

 

７ 監査期間 

令和５年１０月１２日から同年１１月２７日まで 

 

８ 監査の結果 

  財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理については、おおむね適正



に執行されていると認められましたが、一部に改善を要する事項がありました。 

  なお、事務処理上留意すべき軽微な事項については、監査執行の際に各所属長

に対して改善等を指導しました。 

 

(1) 都市計画部都市計画課 

 財務の執行及び経営に係る事業の管理に関して、指摘及び要望する事項はな 

かった。 

    

(2) 都市計画部建築指導課 

 財務の執行及び経営に係る事業の管理に関して、指摘及び要望する事項はな 

かった。 

 

(3) 都市計画部建築住宅課（指摘事項３件） 

ア 契約事務について（指摘事項） 

   (ｱ) 予定価格について 

     朝倉町第二団地Ｎ棟既設公営住宅エレベーター設置計画通知申請業務

において、契約規則第１６条第１項では第６条の規定に準じて予定価格を

定めるものと規定しているが、設計書等に基づき予定価格を定められるに

もかかわらず、予定価格を定めていなかった。 

契約規則にのっとり適正な事務処理を行うよう改善されたい。 

イ 財産管理事務について（指摘事項） 

   (ｱ) 施設の管理について 

    ａ 市営住宅の施設管理では、財務規則第１８４条において、主務課長は、

その所管に属する公有財産について、使用状況の適否、維持保全状況の

適否、その他公有財産の管理上必要な事項に関して常にその状況を把握

し、適切な措置を講じなければならないと規定している。 

しかし、南第一団地では４階と５階との踊り場の軒裏、前橋駅南口改

良住宅第二団地では５階の軒裏の吹付塗装が剥がれ落ち、下を通行する

人に当たる危険性があったほか、古市第一団地では高木の枝が剪定され

ず電線に触れていた。 

令和３年度の包括外部監査でも高木の枝が剪定されず同様な問題点

があったが、改善されず、十分な維持保全がされていなかった。 

市営住宅は、入居者が安全で快適な生活を送るためにも普段から、施

設の安全性と維持保全に配慮が求められることを再確認し、財務規則に

のっとり、適切な措置を講じるよう改善されたい。 

    ｂ 入居者の禁止事項として、市営住宅管理条例第２７条第１項第３号に

おいて、入居者は周辺の環境を乱し、又は他に迷惑を及ぼす行為をして

はならないと規定している。 

しかし、岩神第五団地では南側共用部分の一部を、入居者が畑として

使用していたほか、西片貝第三団地では共用部分の通路に、冷蔵庫、テ

ーブル、椅子が放置してあり、他の入居者の通行の妨げとなっているこ

とに加え、駐輪場にゴミ及び放置自転車が数台あった。 

共用部分は入居者全員が利用できる施設の一部であり、特定の入居者

が占有することは許されるものではなく、特に共用部分の通路は入居者

が日常生活で通行するとともに避難する際にも確保する必要があるこ



とから、冷蔵庫や家具類を放置し通行を妨げてはならない。 

また、令和３年度の包括外部監査でも畑や放置されたゴミ及び自転車

など同様な問題点があったが、その後の改善が不十分であることを再確

認するとともに、市営住宅管理条例にのっとり、共用部分の占有者に対

して改善を求めるなど適切な措置を講じ、秩序ある住環境の整備を指導

するよう改善されたい。 

ウ 債権管理事務について（指摘事項） 

(ｱ) 督促について 

     国領第二団地に係る電柱等土地使用料において、履行期限までに納入し

ない者に対し、電話での催告は行っていたものの、履行期限後２０日以内

に督促状を発していなかった。 

債権の管理に関する条例第６条、同条例施行規則第３条にのっとり、適

正な事務処理を行うよう改善されたい。 

 

(4) 都市計画部市街地整備課（指摘事項２件） 

ア 財産管理事務について（指摘事項） 

   (ｱ) 行政財産使用料及び普通財産貸付料の算定について 

     行政財産使用料の算定においては行政財産使用料条例の規定により、ま

た、普通財産貸付料の日割計算等の算定においては同条例の規定を準用し

行う必要があるが、次のとおり不適正な事務処理が行われていた。 

過大に徴収した使用料の還付及び不足する使用料等の徴収を速やかに

行うとともに、行政財産使用料条例にのっとり適正な使用料等を算定する

よう改善されたい。 

    ａ 二中地区（第一）土地区画整理事業区域内事業管理地、二中地区（第

二）土地区画整理事業区域内先行取得用地に係る行政財産使用料及び換

地処分済地区（二中地区（第三））区域内の土地に係る普通財産貸付料

の算定において、行政財産使用料条例別表では、使用期間が１年に満た

ないときは、当該年額をその年度の日数で除した額に当該使用期間の日

数を乗じて得た額とすると規定しているが、閏年である令和５年度の使

用料の日割り計算に当たり、３６６日で除していなかった。 

    ｂ 二中地区（第二）土地区画整理事業区域内先行取得用地に係る行政財

産使用料及び換地処分済地区（二中地区（第三））区域内の土地に係る

普通財産貸付料の算定において、上記ａに加え、行政財産使用料条例別

表では、使用期間が１か月に満たない土地の使用料の額は、算定した額

に 100 分の 110（消費税及び地方消費税）を乗じて得た額とすると規定

しているが、その率を乗じていなかった。 

イ 債権管理事務について（指摘事項） 

(ｱ) 督促について 

     保留地処分金において、履行期限までに納入しない者に対し、電話での

催告は行っていたものの、履行期限後２０日以内に督促状を発していなか

った。 

債権の管理に関する条例第６条、同条例施行規則第３条にのっとり、適

正な事務処理を行うよう改善されたい。 

 

(5) 都市計画部区画整理課 



   財務の執行及び経営に係る事業の管理に関して、指摘及び要望する事項はな

かった。 

 

(6) 議会事務局 

   財務の執行及び経営に係る事業の管理に関して、指摘及び要望する事項はな

かった。 
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